説教要旨「主の鍛錬」
聖書：ヘブライ１２章４－１３
12:4 あなたがたはまだ、罪と戦って血を流すまで抵抗したことがありません。

12:5 また、子供たちに対するようにあなたがたに話されている次の勧告を忘れています。「わが子よ、主の鍛錬を軽んじてはいけない。主から懲らしめられても、／力を落としてはいけない。

12:6 なぜなら、主は愛する者を鍛え、／子として受け入れる者を皆、／鞭打たれるからである。」

12:7 あなたがたは、これを鍛錬として忍耐しなさい。神は、あなたがたを子として取り扱っておられます。いったい、父から鍛えられない子があるでしょうか。

12:8 もしだれもが受ける鍛錬を受けていないとすれば、それこそ、あなたがたは庶子であって、実の子ではありません。

12:9 更にまた、わたしたちには、鍛えてくれる肉の父があり、その父を尊敬していました。それなら、なおさら、霊の父に服従して生きるのが当然ではないでしょうか。

12:10 肉の父はしばらくの間、自分の思うままに鍛えてくれましたが、霊の父はわたしたちの益となるように、御自分の神聖にあずからせる目的でわたしたちを鍛えられるのです。

12:11 およそ鍛錬というものは、当座は喜ばしいものではなく、悲しいものと思われるのですが、後になるとそれで鍛え上げられた人々に、義という平和に満ちた実を結ばせるのです。

12:12 だから、萎えた手と弱くなったひざをまっすぐにしなさい。

12:13 また、足の不自由な人が踏み外すことなく、むしろいやされるように、自分の足でまっすぐな道を歩きなさい。
「あなたがたはまだ、罪と戦って血を流すまで抵抗したことがありません。」この罪は、１２章１では「絡みつく罪」と言われ、私たちのうちから生じてくる罪を意味していますが、１１章３５から列挙されているような信仰者を襲う圧迫、迫害との戦いが念頭におかれているのであれば、「外部の罪からの攻撃」を指し、ヘブライ人への手紙の読者はまだ死に直面するような苦しい経験をしていないという意味になります。すでに、旧約以来多くの信仰者たちは激しい信仰の闘いを経験していました。おそらく、紀元前２世紀にあった、セレコウス朝シリアのアンティオコス４世によるユダヤ人迫害に抵抗した敬虔な人々の苦難も念頭にあったのではないかと思われます。そして、ヘブライ人への手紙の作者は間もなくやってくるであろう、キリスト教に対する組織的な迫害を予測していると考えてよいのではないかと思います。血を流すほどの戦いをまだ経験していない、これには殉教も含んでいると考えてよいでしょう。既にキリスト教会は、ステファノや（大）ヤコブに殉教を見ています、そのほかにも、信仰ゆえに殺された殉教者がいました。ローマ帝国政府による大規模な迫害、わが国におけるキリシタン迫害を見るまでもなく、キリスト教の歴史は殉教の歴史であったということができます。そして、ヘブライ人への手紙を読むとき、個々の読者の大きな信仰の困難を想起させます。
　このことを申し上げるとたいていの方は緊張を強いられるのではないかと思います。そして、そのような時代が到来したら、自分は信仰を保つことができないのではないかと不安がる方もおられるでしょう。信仰を持てば必ず迫害にあう、などと考える必要はありません。今日、私たちが住んでいるこの国は、信教の自由が保障されていて、信じたら迫害にあうというようなことはありません。ですから、信仰生活イコール迫害・殉教などという図式を考える必要はありません。ただし、そのような苦難は全くありえないのかというとそうではありません。大きな迫害の時代があるかもしれませんし、信仰ゆえの小さな圧迫、村八分であれ、あるいは嘲笑、中傷、陰口などはありえるでしょう。むやみに迫害を恐れるよりも、私たちはヘブライ人への手紙が教えるように、神が私たちのために用意されている備えを深く考える方が実際的だということができるでしょう。信仰生活には大きな戦いもあるでしょうし、あるいはそうでないこともあります。その戦いに対して神はいつも私たちに準備させておられます。
　それは何か。一言でいうと「鍛錬」です。鍛錬、あるいは訓練によって、私たちが来るべき大きな困難に耐えることができるようにされています。

　まず、５-６節で箴言３章１１-１２が引用されています。そして、以下のところで、当時の子どもの教育、しつけが比喩として用いられています。特に、ローマ時代の子どもの教育方法について語られますが、ユダヤ人の場合も共通部分がありました。
　一言でいえば、「鞭打ち」もいとわない厳しいしつけ、懲らしめの教育でした。ここで是非とも注意していただきたいことは、聖書に過酷な子どものしつけ、薫陶のことが記されているから、それは聖書的な教育方法だというのではないということです。今日でも、子どもに対する暴力が「しつけ」と称して、そのようなことを合理化しようとする親、あるいは教師がいます。
教育方法は時代と共に変化します。教育方法もそれは変化するのは当然で、かつてのやり方を無批判に踏襲することは正しくありません。子どもの教育方法は、進歩するべきものです。いつまでの過去のやり方の固執することは正しくありません。ここで、ヘブライ人への手紙が当時の教育方法を比喩として用いているだけで、そのような教育方法が神の意志などというのは妄想というべき聖書の読み方です。
　肝心なことは、ローマ人の教育方法が正当などというのではなく、まして、霊的な父=神がなされる鍛錬は、ある点で共通点があったとしても、本質的において全く異質なものだということをはっきり覚えておかなければなりません。

　ローマ人の教育は、ローマという国家の性格と関わります。ローマ市民は、軍国国家ローマでは市民軍団の担い手で、市民は重装歩兵として戦争に参加する義務がありました。従って子どものころから兵士となるべく訓練しなければならなかったのです。父親は市民としての義務から子どもをしつけたのです。８節にあるような庶子、つまり、養子を含む血のつながらない親子、あるいは、法的に嫡子ではない子どもはそのような兵役の義務はなく、従って厳しいしつけは不要だったのです。立派な兵士となるようにしつけをすることはローマ市民として尊敬に値するものとされていたのです。さらに、ローマにおいては、父親は家族に対して生殺与奪の権さえ与えられていました。だから、子どもを厳しく育て上げることは当然のこととされていたのです。ユダヤ人の場合、このような教育の目的はありませんでしたが、イスラエル民族に期待される人間性を鍛え上げることが求められているとされていました。
　だから、鞭を使い、時には殴ったり、叩いたりして鍛えることが正当とされたのでした。今日、そのような思想は粗野なものと見られていますし、それが人類の進歩なのです。

　ヘブライ人への手紙で強調されていることは、鞭打ちを伴うしつけの正当性ではなく、神はその民を当時行なわれていたようなしつけと共通するような「鍛錬」を行なわれるということです。

　その鍛錬は、ここでは、懲らしめといわれていますが、この言葉は「試練」を意味しています。私たちの人生は、試練を回避できません。誰も時には試練を受けます。病気、貧困、飢え、事故、失業、あるいは自然災害と私たちはしばしば思いがけない苦難に直面します。大なり小なり人生は試練の連続です。そのような試練そのものは決して楽しくはありません。むしろ、なぜ、このわたしだけが苦しまなければならないのか、と呻きの声を挙げざるをえない場合も多いのではないかと思います。
　答えは、神が試練を与えられるのだと言うことです。このことは安易に語るべきことではありません。神がどうして私たちに試練を下されるのか。よりによってこのわたしにだけ試練を下されるのか。答えはそんなに簡単ではありません。あの慈しみ深い神がどうして苦難を味わわせられるのか。ヨブ記の主題でもあります。熱心に神に従うものが突然不幸を味あわねばならないのか。

　簡単に言ってはなりませんが、神は鍛錬として、私たちを懲らしめられます。懲らしめというと、なぜ他の人よりも悪くないこのわたしが試みを経験せざるを得ないのか、自問自答するのですが、答えは簡単に出てくるのではありません。しかし、私たちは来るべき大きな艱難を耐えるために今は試練を経験せざるを得ないということは否定できません。
　神は私たちを時に人間の親と同じようにその民を厳しく扱われます。それは私たちが神の子だからです。

　ヘブライ人への手紙ではそのような時に耐えがたい試練を経験せざるを得ないのは、10節に記されていますように、私たちの益のためだとされています。試練を与えられるのは私たちの利益のため、というと、私たちには意外と思われるかもしれません。利益（ごりやく）というと喜びに満ちた幸いな利益を想像しますが、ここではその反対です。確かに表面的な明るい印象を与えるような利益ではありませんが、それは、私たちがもっと大きな信仰の戦いに耐え抜く訓練となるのです。
　１０節では、その利益は、神の神聖にあずかる目的に達するようになるものです。神の神聖、それは神の本質的な性質のひとつです。私たちは決して神の聖と共通することはありません。人間は罪ゆえに本質は汚されています。そして、この汚れが滅びにいたるものです。私たちの鍛錬は神の神聖にあずかるようにするという目的まで到達させます。私たちの聖ではなく、神の神聖に一致するようになることは、私たちの究極的な救いを意味しています。
　さらに、１１節には、「義という平和に満ちた実を結ぶ」ようになるとも言われています。平和は単に争いがない、力が均衡しているだけの平和ではありません。義の平和といわれていますが、正義とは正しいことです。正しいことが正しいとされてその結果もたらされる平和です。これこそ神の平和です。正しいことが正しいとされてもたらされる平和こそ究極的な平和なのですが、このような平和はいまだかつて人類の中に生起したことはありません。このような平和は神のもとにだけ成り立ちます。このような平和が結実する時は、私たちにとっては生きている間ではないかもしれません。憚ることなく近づいていく完成のときにえられるような平和であるというべきでしょう。
　この究極的な目標に至らせるために神は私たちを鍛錬されます。人間の父親はローマ市民としての栄誉のために鞭打ちまでして鍛えるのですが、神はそのような世俗的な目的のために訓練されるのではありません。来るべき大きな迫害に対処するために、そのときが来ても戸惑ったり、混乱したりすることがないように、つねに神は私たちを訓練されます。

　迫害の到来は、私たちの生きている間に経験しないかもしれませんし、あるいはあるかもしれません。そんなことがあろうとなかろうと神は私たちをつねに訓練し、鍛錬されます。それが私たちの信仰生活です。だから、その都度神が私たちをまことの救いの到達点まで導こうとして、私たちは忍耐することも強いられますが、そのようなことを積み重ねて、ついに救いの完成に導かれていくことができます。（この項おわり）
